






要約:岡山大学医学部附属病院小児科において、1988 年 1 月から 1993 年 12 月までに経験

した主な奇形症候群患者数を調査し、その発生頻度を推定した。また、Noonan 症候群に

おいては、臨床症状、身体発育、精神発達などについての調査表を作成し、それをもとに、

自験例 7例を検討した。


